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ご

み

問

題

委
員　

本
市
で
は
、
ご
み
問
題
が
市
政

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
同
問
題
に
対
す
る
市
民
の

合
意
形
成
と
議
会
と
の
や
り
と
り
に
つ

い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き

た
い
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

本
市
で
は
、

ご
み
減
量
等
に
つ
い
て
、
市
民
・
事
業

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
市
民
の
声

を
聴
く
会
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
調

査
結
果
等
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
の
答
申
な
ど
を
踏
ま
え
、
ご
み
減
量

に
関
す
る
方
針
を
決
定
し
、
方
針
の
骨

子
案
を
市
議
会
に
諮
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
最
終
的
な
方
針
を
決
定
し

た
場
合
、
市
民
へ
は
き
め
細
か
く
説
明

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

委
員　

本
市
で
は
、
職
員
１
人
当

た
り
の
住
民
数
が
他
市
に
比
べ
多

い
状
況
に
あ
る
と
聞
く
が
、
平
成

19
年
度
の
状
況
を
知
り
た
い
。

　

ま
た
、
次
の
世
代
を
考
え
て
の

適
正
な
人
事
採
用
・
体
制
が
必
要

と
思
う
が
、
今
後
の
職
員
採
用
方

針
と
民
間
企
業
等
か
ら
の
経
験
者

採
用
へ
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

職
員
課
長　

職
員
１
人
当
た
り
人

口
は
、
１
７
８
人
で
あ
り
、
多
摩

26
市
中
の
順
位
は
２
位
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
の
職
員
採
用
は
、
退
職
者

の
補
充
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別

に
職
員
数
の
適
正
化
計
画
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
採
用
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
経
験
者
採
用
は
、

国
や
近
隣
市
な
ど
の
動
向
と
効
果

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

平
成
19
年

度
か
ら
小
中
学
校

の
ト
イ
レ
改
修
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
19
年

度
に
改
修
が
完
了

し
た
学
校
は
何
校

か
。
ま
た
、

そ
の
改
修

内
容
を
聞
き
た
い
。

学
校
耐
震
化
等
推
進
担
当

主
幹　

ト
イ
レ
改
修
に
つ

い
て
は
、
19
年
度
と
20
年

度
の
２
か
年
を
目
途
に
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
、
19

年
度
に
は
、
小
学
校
で
10

校
、
中
学
校
で
は
５
校
の

工
事
を
実
施
し
た
。

　

内
容
は
、
以
前
よ
り
児

童
・
生
徒
等
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
明
る
く
に
お
い
も

な
い
快
適
な
ト
イ
レ
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
和
式
か
ら
洋

式
便
器
へ
の
切
り
替
え
や
配
水
管

の
一
部
改
修
、
蛍
光
管
の
増
設
等

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
改
修

終
了
後
に
は
、
悪
臭
除
去
対
策
等

の
た
め
特
殊
洗
浄
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

委
員　

生
活
保
護
事
業
は
、
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、

今
後
、
保
護
が
必
要
で
あ
る
の
に

受
け
ら
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い
る
人
を
救
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
平
成
19
年
度
の
相
談

件
数
は
、
１
３
５
０
件
と
聞
く
が
、

そ
の
内
、
保
護
申
請
を
受
け
付
け

た
件
数
と
保
護
の
決
定
に
至
っ
た

件
数
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人

当
た
り
の
受
け
持
ち
人
数
は
。

生
活
援
護
課
長
補
佐　

相
談
を
受

け
て
の
申
請
件
数
は
４
２
０
件
で

あ
り
、
そ
の
内
、
保
護
の
開
始
件

数
は
４
０
７
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人
当
た
り

の
受
け
持
ち
人
数
は
、
１
１
３
・

８
人
で
あ
る
。

平成19年度各会計別歳入歳出決算の状況

区　　　　分 最終予算額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）

一　般　会　計 815億8315万5千円 811億9544万5千円 99.5 796億1914万4千円 97.6

特
　

別
　

会
　

計

国民健康保険 217億  325万5千円 209億1883万5千円 96.4 209億1052万6千円 96.3

老人保健医療 136億6637万7千円 133億  846万円  　  97.4 132億8145万8千円 97.2

介 護 保 険 103億7860万円  　   98億9358万6千円 95.3   96億6824万4千円 93.2

競 走 事 業 890億  981万1千円 890億4447万8千円 100.1 887億8511万5千円 99.7

公 共 用 地 15億8843万6千円   15億9353万8千円 100.3   15億2818万6千円 96.2

下 水 道 事 業 40億8434万6千円   40億8598万9千円 100.1   39億7247万6千円 97.3

受託水道事業 13億8680万円  　   13億3820万9千円 96.5   13億3820万9千円 96.5

火災共済事業 1003万円  　           438万2千円 43.7           401万8千円 40.1

本

市

の

職

員

　

今
後
の
採
用
方
針
は

生
活
保
護
事
業

そ

の

実

績

は

小中学校のトイレ改修

19 年度の実績は

待

機

児

対

策

委
員　

保
育
所
待
機
児
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
組
と
成
果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
待
機
児
ゼ
ロ
達
成
の
見
込
み

と
今
後
の
取
組
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

市
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
保
育
所
の
新

設
や
分
園
の
設
置
、
増
改
築
及
び
定
員

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
保
育
所
の
定
員

増
を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
、
新
園
開
設
や
増
改
築
等
に
よ

る
定
員
増
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
同

計
画
前
期
の
定
員
目
標
値
は
、
ほ
ぼ
達

成
で
き
る
と
思
う
が
、
保
育
需
要
は
今

後
、
更
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
の

で
、
待
機
児
の
状
況
を
的
確
に
判
断
し

な
が
ら
、
平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
る
同

計
画
の
後
期
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

競

走

事

業

委
員　

本
市
の
競
走
事
業
は
、
収
益
が

上
が
り
さ
え
す
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
、
場

外
舟
券
売
場
で
あ
る
ボ
ー
ト
ピ
ア
の
進

出
を
行
う
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
競

走
事
業
は
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
が
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
反
対

運
動
も
起
き
て
い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま

拡
大
を
続
け
て
い
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
ボ
ー
ト
ピ
ア
進
出

の
基
本
的
な
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

事
業
部
長　

本
市
と
し
て
は
、
収
益
が

確
実
に
確
保
で
き
る
こ
と
、
進
出
す
る

地
方
自
治
体
が
開
設
に
理
解
を
示
し
て

い
る
こ
と
、
地
元
の
雇
用
促
進
や
産
業

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
、
及
び
設
置
者

が
信
頼
で
き
る
こ
と
等
を
条
件
と
し
て

い
る
。

枠
配
分
に
よ
る
予
算
編
成

委
員　

枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成

は
、
平
成
19
年
度
で
３
年
目
と
な
る
が
、

予
算
枠
を
設
け
ら
れ
事
業
を
実
施
し
て

き
た
各
部
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
苦

労
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
改
善
を
図
る
考
え
か
。

財
政
担
当
参
事　

毎
年
、
予
算
編
成
終

了
後
に
、
各
部
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、「
各
課
の
状
況
、

意
見
に
相
違
が
あ
り
、
部
内
で
の
調
整

に
苦
労
し
た
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
新
規
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

見
直
し
等
の
重
点
事
業
の
決
定
に
つ
い

て
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
や
行
政
評

価
と
連
動
し
て
、
よ
り
総
合
的
な
判
断

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

平成19年度一般会計決算款
かん

（科目）別内訳

委
員　

都
で
は
平

成
20
年
度
内
に
、

全
都
立
学
校
に
緊

急
地
震
速
報
受
信

機
器
を
導
入
す
る

と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
本
市

で
も
、
市
庁
舎
や

文
化
セ
ン
タ
ー
、

学
校
等
の
各
施
設

で
、
早
急
に
導
入
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
が
、
現
時
点
の
考
え
は
。

環
境
安
全
部
次
長　

緊
急
地
震
速

報
は
、
19
年
10
月
か
ら
、
一
般
へ

の
利
活
用
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
機

器
の
有
効
性
や
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

様
々
な
方
式
の
緊
急
地
震
速
報

シ
ス
テ
ム
が
、
開
発
・
商
品
化
さ

れ
て
き
て
い
る
た
め
、
既
に
導
入

し
て
い
る
先
進
的
な
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
、
本
市
の
実
情
に
応

じ
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

委
員　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
開

館
し
て
か
ら
、
15
年
が
経
過
し
た
。

　

生
涯
学
習
と
い
う
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
の

利
用
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
過
去
３
年
の
同
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
交
通
利
便
性
向
上
の
た
め
、

工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
推
進
担
当
副
主
幹　

平

成
17
年
度
の
利
用
者
数
は
、
46
万

３
４
０
６
人
、
18
年
度
は
45
万
２

４
２
３
人
、
19
年
度
は
41
万
３
３

３
人
で
あ
る
。
交
通
利
便
性
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
土
地
を
借
り
て

臨
時
駐
車
場
を
設
置
す
る
等
、
向

上
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
市
民

の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
利
用
し
や

す
い
施
設
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

交
通
利
便
性
向
上
の
工
夫
は

緊急地震速報受信機器

　導 入 の 考 え は

介

護

予

防

委
員　

本
市
は
独
自
の
介
護
予
防
推
進

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
平
成
19
年
度

で
２
年
目
と
な
る
が
、
そ
の
事
業
や
介

護
予
防
効
果
に
つ
い
て
、
評
価
方
法
を

聞
き
た
い
。
ま
た
、
課
題
は
あ
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

事
業
評
価
は
、
年
度

当
初
に
年
間
の
教
室
参
加
者
数
等
の
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
状
況
に
よ
り

評
価
を
し
て
い
る
。
介
護
予
防
効
果
は
、

教
室
参
加
者
の
事
前
･
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
や
体
力
測
定
に
よ
り
評
価
し
て
い
る
。

　

課
題
は
、
利
用
者
数
の
増
加
を
図
る

こ
と
や
介
護
予
防
事
業
の
核
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
事
業
内
容
の
充
実
な
ど
が
あ

る
。
利
用
者
は
年
々
増
え
て
き
て
い
る

が
、
更
に
教
室
内
容
の
工
夫
や
広
報
な

ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　▲改修された学校のトイレ　　

※各会計の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。 ※各科目の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。


